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編 集 後 記

　邪馬台国と聞けば歴史のロマンを感じる読者も多
いと思いますが，日本語の音に当てた漢字とはい
え，「邪」という字を当てるとは随分ひどい話だと思
います．風によって運ばれる邪気を「風邪」と言う
くらいですから，まったくよろしくない当て字で
す．今月号の一つ目の特集は「ウイルス感染とその
合併症―「風邪は万病のもと」を考える」です．
出典である前漢時代の医学書『黄帝内経』では「風
者百病之長也（かぜはひゃくびょうのちょうなり）」
と書かれているそうですが，風邪はさまざまな病気
を引き起こすことが紀元前にすでに書かれていま
す．今回の特集では，悪性腫瘍，血液疾患，自己免
疫疾患，神経疾患，腎疾患，内分泌代謝性疾患など，
ウイルス感染との関係が示唆される疾患について，
各領域の専門家に解説をお願いしました．新型コロ
ナウイルスが川崎病類似疾患の原因になるという話
題は記憶に新しいものと思います．
　もう一つ，「小児科サブスペシャルティ領域の専
門医制度のこれから」という特集を組みました．こ
れはわれわれ小児科医にとって，非常に重要な問題
です．特にこれから小児科医を志す若い先生方や学
生にとっては将来のキャリアを考えるうえで死活問
題であるともいえます．残念ながら，専門医機構は
小児神経，小児循環器，小児血液・がん，臨床遺伝，
子どものこころ，てんかんの 6 領域の承認を見送る

決定をしてしまいました．他の領域についても
「〇〇内科」として専門医を規定する方針で，小児科
専門医を基盤としたサブスペシャルティ専門医の取
得は困難な状況と考えられます．しかし，現状各領
域ではこの問題についてそれぞれどう考えている
か，現時点で皆様と情報共有しておく意義は大きい
と考えます．
　「綜説」では，一つは最近保険収載され小児アト
ピーの重症度評価に有用な SCCA2 について基礎か
ら実臨床まで詳述していただいています．もう一篇
は神経発達症の診断がゲノム医療の進歩によってど
こまで可能となってきたかについて up‒to‒date な
解説をいただきました．「診療」は，応用範囲がます
ます広がっている超音波による肺疾患の診断の実際
について非常に有益な解説となっています．「症例」
では，重症心身障害児者の骨格筋量，急性化膿性甲
状腺炎と梨状窩瘻，細菌性気管炎，BCG による結核
疹というどれも興味深い報告が収載されています．
是非ご一読ください．
　ウイルスはわれわれ小児科医にとって永遠のライ
バルともいえます．サブスペシャルティの問題など
もありますが，日々の診療では今日もウイルスとの
戦いを続けていくのでしょう．ファイト！

（伊藤　保彦）
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